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障がい者の農業就労チャレンジ事業 

好事例紹介 
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農業就労チャレンジ事業 実施事例 ＜収穫量が増加した事例＞ 

・作業内容：カシスの収穫・選別 
・請負金額： ＠５００円／ｋｇ（作業人数は定めず） 
        ⇒ 合計 87万6千円 
・収穫量 H25 約２００ｋｇ ⇒ H26 約６００ｋｇ   
  
  

事例１ 小山農園（長野市）の取組 

真島のカシス畑 炎天下の作業でも頑張ってます！ 

※取材期日：平成２６年７月１１日（金） 
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農業就労チャレンジ事業 実施事例 ＜収穫量が増加した事例＞ 
 

・作業内容：ブドウ園の草刈、収穫等 
・請負金額： ＠１，５００円／ｈ（３人） ⇒ 合計26万3千円 

        数種類のワイン用ブドウの収穫時期が重なったため、短期間では 
        あるが、障がい者の皆さんが作業に入ったことにより、大変、助かっ 
        た。（ブドウ園長談）  
  

事例２ 楠わいなりー（須坂市）の取組 

ワイン用ブドウの収穫風景 収穫したワイン用ブドウ 

※取材期日：平成２６年１１月６日（金） 

3 



 
 

農業就労チャレンジ事業 実施事例 ＜工賃が向上した事例＞ 
 

・作業内容：草刈等、庭園の手入れ 
・請負金額  １日４時間 ９，０００円（＠７５０円／ｈ／人） 
         ⇒ 合計 26万1千円 
  
  

事例１ ㈱サンクゼール（飯綱町）の取組 

※取材期日：平成２６年７月２日（水） 

障がい者３名が除草作業 

農業就労チャレンジサポーター 
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農業就労チャレンジ事業 実施事例 ＜工賃が向上した事例＞ 

・作業内容：市田柿の収穫 
・請負金額： ＠675円／１コンテナ（20kg）の作業請負契約。 

        １日に180コンテナを収穫。短期集中・複数事業所により実施。 
        ⇒ 合計 137万5千円（3所合計） 
  
  

事例２ 市田柿本舗ぷらう（飯田市）の取組 

柿の収穫風景 収穫した市田柿 

※取材期日：平成２６年１１月１１日（火） 
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障がい者の農業就労チャレンジ事業 

実施状況及び課題 

○成果目標 

  １ 農業に取組む施設の平均工賃 ２２，０００円以上（Ｈ２９年度実績） 
  ２ 農家等とのマッチング数 ５０件  

                    （Ｈ２９年度までの累計、Ｈ２６年度は１０件） 

マッチング数 ２６件 

       （平成２７年２月１６日時点） 

○登録者数（平成２７年２月１６日時点） 
       サポーター ３１名  コーディネーター １１名 

        （男性２０名、女性１１名 平均年齢５８歳） 

＜課題＞ 

 １ コーディネーターの養成   （誰でもできることではない） 
 ２ 就労支援施設の取組促進 （農業者のニーズに応えきれていない） 
 ３ チャレンジサポーターの充実 （技術的支援の必要性） 
 ４ 地域偏在の解消       （全県下への波及・拡大） 
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